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概要　道徳読み物資料「ぐみの木と小鳥」は、小学校低学年における「思いやり・親切」の学習に広く用い
られている。思いやり・親切が自己犠牲の形をとる場面を描いた資料である。昭和57年に文部省が作成・公
表した後、現在、出版社4社の道徳副読本に掲載されている。各社版においては、文部省版原典から独自の
書き換えがなされており、その書き換えが、授業の展開に影響を与える可能性がある。文部省版と各社版の
すべてを用いて授業を行った結果を分析する。

　キーワード：道徳の時間，道徳読み物資料，思いやり，親切，「ぐみの木と小鳥」

はじめに
　本稿は，小学校低学年の道徳の時間における読み
物資料「ぐみの木と小鳥」について、文部省版原典と
各社版の比較を行うものである。各版の異同を確認し
た後、それぞれを用いた授業の結果から特徴となる点
を抽出し、書き換えが授業に与える影響を明らかにす
る。それによって、「思いやり・親切」という価値と「自
己犠牲」という価値とが、小学校低学年の児童におい
てどのようにイメージされるのかを明らかにする。

１．低学年における内容項目「思いやり・親切」
　学習指導要領では，第１学年及び第２学年におけ
る内容項目２－（２）は次のように記されている。「２

主として他の人とのかかわりに関すること　（２）
幼い人や高齢者など身近にいる人に温かい心で接
し，親切にする。」である。
　本稿で扱う資料「ぐみの木と小鳥」は，次のよう
な物語である。「ぐみの木」の友達である「りす」が
顔を見せなくなった。心配になったぐみの木がぐみの
実を食べに来た「小鳥」に様子を見てきてくれるよう
に頼む。小鳥がぐみの実を持っていくと，りすは病気
で寝ていた。次の日も行く約束をするが，その日は嵐
だった。嵐の中を小鳥はりすにぐみの実を届ける。嵐
の中でもりすのためにぐみの実を届けた小鳥の優し
さ，嵐の中に飛び立つ小鳥を思うぐみの木やりすの気
持ちを考える。さらに，りすを心配するぐみの木や小
鳥の気持ち，病気の自分を気遣ってぐみの実を届け
てくれるぐみの木や小鳥への感謝の気持ちなどお互
いに相手を思いやり，親切にする気持ちを考えさせる
内容である。授業では，嵐の中りすの元へ飛び立つ
小鳥の気持ちを考えさせる時に，相手を思いながらも
親切にする時の判断を問う展開が考えられる。

２．「ぐみの木と小鳥」の原典と各社版
 （１）原典
　本資料「ぐみの木と小鳥」は文部省『小学校道徳
の指導資料とその利用５』（昭和57年3月）と各出版
社（光文書院・文溪堂・学校図書・光村図書）の副
読本に掲載されている。それぞれの版で記述に重要
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な違いがある。原文と各出版社の資料による授業を
それぞれの展開例をもとに実践し，その資料と授業
展開を考察する。
　「ぐみの木と小鳥」の原文を、一部省略して引用
する（原文は縦書き）。

　（前略）
　ある日の　こと、一わの　小鳥が　やって来て、
ぐみの木に　とまって　いいました。
 「ぐみの木さん、ぼく　おなかが　すいて　こ
　まって　います。」
 「それは　お気のどくに。わたしの　みで　よ
　かったら、どうぞ　おあがりください。」
小鳥は、木の　えだに　なっている　みを　くち
ばしで　ついばんで、おいしそうに　食べました。
　ぐみの木は、その　小鳥の　ようすを　見てい
る　うちに、友だちの　りすの　ことを　思い出
して、心ぱいそうな　顔を　しました。
 「どうか　しましたか、ぐみの木さん。」　
　（中略）
 「じつは、あの　山かげに、わたしの　友だち
　の　りすさんが　すんで　いるのですが、こ
　のごろ　少しも　すがたを　見せないので
　す。」
 「そうでしたか。それでは、ぼくが　りすさん
　の　ようすを　見に　行って来て　あげまし
　ょう。」
 「小鳥さん、ありがとう。ついでに、この　ぐ
　みのみも　とどけて　いただけないでしょう
　か。」
小鳥は、ぐみのみを　いくつか　くちばしに　く
わえると、とび立ちました。
　小鳥が　山かげに　来てみると、りすは、びょ
う気で　ねていました。小鳥は、りすの　まくら
もとに、赤い　ぐみのみを　おいて、いいました。
 「これは、あなたと　なかよしの　ぐみの木さ
　んに　たのまれて、もって来ました。ぐみの
　木さんは、あなたの　ことを　心ぱいして　
　いましたよ。」
 「小鳥さん、ありがとう。ぐみの木さんに　よ
　ろしくね。」
りすは、ぐみのみを　食べてみました。すると、
何とも　いえない　よい　あじが、口の　中に　
ひろがっていき、少し　力が　出てきたように思

われました。
　つぎの日も、小鳥は、ぐみのみを　くわえて、
りすの　ところへ　とんで行きました。
 「からだの　ぐあいは、どうですか。」
りすは、なみだを　目に　いっぱい　うかべて、
いいました。
 「おかげで、だいぶ　よく　なりました。」
しばらくして、小鳥は、
 「りすさん、では、またあしたね。」
というと、とび立って行きました。

　つぎの日、小鳥は、あらしの　音で　目を　さ
ましました。ぐみの木は、いいました。
 「小鳥さん、きょうは、あらし　ですよ。だか
　ら、りすさんの　ところへ　行くのは、あら
　しが　やんでからに　してくださいね。」
小鳥は、しばらく　まちました。しかし、いつま
で　まっても、あらしは　やみそうも　ありませ
ん。小鳥は、あらしの　音を　聞きながら、じっ
と　考えて　いましたが、やがて、ぐみのみを　
いくつも　くわえると、とび立って行きました。
ぐみの木は、
 「小鳥さあん、気を　つけて。」
と　さけびました。小鳥の　すがたは、だんだん
　小さくなっていきます。はげしい　雨と　風が
　小鳥の　はねに　あたって、今にも　地めんに
　たたきつけられそうです。しかし、小鳥は　力
を　ふりしぼって　とびつづけました。やっとの
　思いで　りすの　ところに　たどりつくと、り
すは、
 「こんな　あらしの　中を、よく　来てくださ
　いました。小鳥さん、ありがとう。もうすぐ、
　ぐみの木さんに　あえるでしょう。」
と　いいました。そのばん、小鳥は、りすの　家
に　とまりました。
　朝に　なると、あらしも　やんで、空が　青く
　すんでいました。小鳥は、ぐみの木の　ところ
へ　いそぎました。ぐみの木は、話を　聞くと、
 「りすさん、もう　だいじょうぶでしょう。ご
　しんせつは、いつまでも　わすれません。」と
　いいました。やがて、小鳥は、ぐみの木に　わ
かれを　つげて、とびさりました。

（村田　吉之視　作）
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（２）各社版
①資料に登場する「ぐみの木」「小鳥」「りす」の三
者の関係について
　ぐみの木にやってきた小鳥はおなかがすいていて
困っているところをぐみの実を食べさせてもらうこ
とで助けてもらう。ぐみの木とりすはなかよしの友
だち関係である。小鳥は心配しているぐみの木のた
めにぐみの実をりすに届ける。りすはぐみの木と小
鳥に感謝し，ぐみの木も小鳥に感謝する。
　上記の4社のうち，文溪堂以外の3社は，原文と同
じ，三者の関係が読み取れる。文溪堂はぐみの木と
りすの友達関係については明記されていない。しか
し，ぐみの木の話からりすは，いつもぐみの木を訪
れていることは分かる。また，文溪堂は，小鳥が「お
なかがすいていて困っている」という描写はない。
②嵐の中の小鳥について
　原文と大きく記述が違っていたのは，文溪堂と学
校図書である。原文は，小鳥は「嵐の音を聞きなが
らじっと考えていました。」と書かれているところ
を文溪堂は，「しばらく待ちました。」に書き換えて
いる。また，文溪堂は，小鳥が「はげしい雨と風が
はねにあたって今にも地面にたたきつけられそう」
な中，「力をふりしぼって飛び続けた」を，「あらし
はすこしおさまってきました。」に改作していると
ころが特徴的だ。学校図書は，小鳥が嵐を前に飛び
立つことをじっと考えたり，待っていたりする記述
が無く，嵐がなかなかおさまらないところを「いっ
てきます。」と飛び立っていく。
③物語の最後の場面について
　嵐の中，小鳥は，りすの家にたどり着き，感謝さ
れるとともにりすの家に一晩泊まり，つぎの日にぐ
みの木に別れを告げて飛び立つ，という原文の物語
を文溪堂はりすに感謝されるが，りすの家に泊まる
かどうかは書かれていない。光文書院はりすの家に
たどり着くところまで物語を完結させず，窓から嵐
の中を飛んでくる小鳥を心配そうに見ているところ
で終わっている。

３．独自の展開例による授業
（１）授業の記録
　各社版を用いた授業の分析に基づき，筆者らは光
文書院の資料を使った独自の授業計画を立てた。そ
の記録を抜粋する（平成26年2月17日宇都宮市立豊
郷南小学校2年授業者松本朋子）。

Ｔさて，嵐が出てきました。嵐の中をぐみの実を
届けたんだけど，届ける前に小鳥さんはじーっ
と考えてたんだけど，どんなことを考えてたと
思いますか？ちょっとお隣さんと話してみて。

Ｔじーっとどんなこと考えてたと思う？
Ｃ羽が破れないか心配。
Ｃりすさんにぐみの実を届けられるかなあ。
Ｃぐみの実が途中で落ちないかなあ。
Ｃりすさん病気でかわいそうだな。
Ｃ飛ばされるかな。
Ｃ自分がけがしちゃうかもしれないけど，りすさ
んはぐみの実を待ち遠しくしてるだろうな。

Ｃりすさん今頃何をしてるかな。
Ｔじーっと考えていたのは，自分のこともあるし，
りすさんのこともあるし，いろいろ考えてたん
だね。その他考えたことあるかな？

Ｃぐみの木さん大丈夫かな。
Ｔ何で？
Ｃ嵐だから。
Ｔそんなことを考えてた小鳥さん，悩みました。
自分も大変。りすさんも心配。ぐみの木さんも
倒れちゃうかも。でも，どうしたんだっけ？

Ｃりすにぐみの実を届けた。
Ｔぐみの実を届けようと飛び立ったんだよね？も
う一回飛び立ったところを読みます。（範読）
Ｔ地面にたたきつけられるって，どうなっちゃうの？
Ｃ土と雨で一緒にドーンと落ちちゃうこと。

Ｔしかし，小鳥は力を振り絞って飛び続けました。
この小鳥をみんなはどう思う？

Ｃ優しい鳥。
Ｃ勇敢で優しい鳥。
Ｃ強い鳥。
Ｃ頑張ってると思う。
Ｃ勇気がある。
Ｔ勇気で勇敢ですごいんだけど，わーーーって
なっちゃったらさ，（小鳥のペープサートを動
かす。）すごいと思う？

Ｃううん。
Ｔこうなっちゃったらどうする？勇気で勇敢です
ごくて優しいけど，こんなんなっちゃったらど
うする？すごいこと？すごいと思う？

Ｃううん。
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Ｔすごくないよね。だってさ，地面にたたきつけ
られちゃったらいやだよね。勇気で勇敢ですご
くて優しいけど，自分がこうなっちゃたら・・・
Ｃかわいそう。
Ｃ落ちちゃう。
Ｃ痛い。
Ｔ飛び立っていけた嵐っていうけどさ，どのぐら
いの嵐だったのかな？
Ｃどしゃぶり。バーバーずっと降ってて風が強い。
Ｔでも，こうには・・・
Ｃならない。
Ｔきっとすごーい嵐で，頑張って頑張って飛べそ
うな嵐なんだけど，わーってならないぐらいの
嵐だったんだよね。
Ｔ頑張ってる様子を窓から見てました。頑張って
る様子を見てたりすさん，どんな気持ちで見て
たと思いますか？
Ｃ無事に自分の家に着くかな。
Ｃそんなに心配しなくていいのに。
Ｃ大丈夫かな。ぼくのためにそこまでしなくたっ
ていいのに。
Ｃ自分のことを心配してよ。
Ｃ見ていられないよ。
Ｔ一生懸命小鳥さんはりすさんのところに行ってま
す。小鳥さんはりすさんを思っています。りすさ
んはりすさんで一生懸命飛んでいる小鳥さんを見
ています。こういうふうに，りすさんも小鳥さん
のこと，小鳥さんもりすさんのことを思っている。
しかも，ぐみの木さん大丈夫かなって思っている
ようなこういうこと。みんなの中で，お互いを思
いながら，お友達とか身近な人に思い合いながら，
親切にしたりされたりしたことありますか？

（２）考察
　授業計画の立案に際して，親切という行動につい
て考えた。例えば，見知らぬ人が困っていた場面
で，親切にするという行為についてである。見知ら
ぬ人であるから親切にするには，勇気がいる。その
時さらに親切をするにあたり自分が時間的，物理的
に問題があったとき，相手に対して親切にする事と
自分の事とを秤に掛ける。多くの問題が生じない場
合だったら，自分の事は我慢できる（我慢できるく
らいの事という条件のもと）。しかしながら，自分
の人生が掛かっていたり（仕事や受験など）自分の

命が掛かっていたりすると果たしてそれは，親切と
言えるのだろうかと疑問である。指導要領解説に記
載されている「蛮勇」に当たるのではないか。
　そこで，この資料の小鳥が「はげしい雨と風がは
ねにあたって今にも地面にたたきつけられそう」な
中，「力をふりしぼって飛び続けた」ことに注目し，
親切な行為をする小鳥の「嵐」に対するイメージを
児童に考えさせた。文章では，自らの危険を顧みず
飛び立つ小鳥の無謀ともとれる様子が書かれている
が，どれくらいの「嵐」の強さだから小鳥は飛び立
つことができたのかを考えさせた。
　この授業で光文書院の資料を選んだ理由は，物語の
最後の場面である。光文書院の資料はりすの家にたど
り着くところまで物語を完結させず，窓から嵐の中を飛
んでくる小鳥を心配そうに見ているところで終わって
いる。この描写から，小鳥が激しい嵐の中にも関わらず，
りすの家に向かってくる事に対して，りすの視点から考
えられることが分かった。そのことで，小鳥の危険を
冒してまでの親切をどう思うかが考えられる。また，り
すが小鳥を思いやっていることが分かるので，展開後
段の振り返りへの移行がスムーズであると考えた。
　親切な行為をする小鳥の「嵐」に対するイメージ
を検証するに当たり，小鳥が飛んでいる様子をペープ
サートで表現した。「はげしい雨と風がはねにあたっ
て今にも地面にたたきつけられそう」な中，「力をふ
りしぼって飛び続け」る小鳥を児童は「かっこいい」「勇
敢だ」「親切だ」と賞賛していたが，授業者が小鳥の
ペープサートを力尽きて倒れそうに表現すると表情が
変わった。さらに「小鳥さんはこんなふうになってし
まっても勇敢だといえるだろうか。」と発問したとき，
児童は首をふり「そうではない」と表現した。以上か
ら考えると，親切な行為をする小鳥の「嵐」に対する
イメージは，「小鳥自身が怪我をしない程度の努力を
することでりすの家にたどり着けるくらいの嵐」であ
ることが分かった。児童の中の親切に対する思いの中
には「自己犠牲」や「蛮勇」になってしまうほどの困
難（嵐）はありえないということが判明した。
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